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ギアポンプ式 2 液計量混合吐出装置「CF-25」　　　　　 卓上ディスペンサーの「カッパー 5」

NLC 本社社屋

株
式
会
社 
ナ
カ
リ
キ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

営
業
力
・開
発
力
磨
き
、

名
実
と
も
世
界
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に

液
体
定
量
吐
出
装
置
で
車
載

な
ど
の
電
子
部
品
製
造
に
貢
献

業務
内容

　

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
（
液
体
定
量
吐
出
装
置
）
は
、

精
密
電
子
部
品
や
車
載
電
子
部
品
な
ど
の
生
産
工
程

に
必
要
不
可
欠
な
装
置
。
そ
の
開
発
か
ら
製
造
・

販
売
ま
で
を
自
社
で
一
貫
し
て
お
り
、
同
分
野
で
は

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
業
界
を
筆
頭
に
ナ
カ
リ
キ
ッ
ド
製
装
置

の
活
躍
す
る
現
場
は
幅
が
広
い
。
プ
リ
ン
ト
基
板
、

コ
イ
ル
な
ど
の
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
炭
素
繊
維
の

接
着
や
金
型
内
炭
素
繊
維
へ
の
樹
脂
充
て
ん
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
デ
バ
イ
ス
へ
の
蛍
光
体
を

含
ん
だ
樹
脂
の
封
入
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
自

動
車
の
電
子
化
は
追
い
風
。
点
火
コ
イ
ル
か
ら
、
各

種
セ
ン
サ
ー
な
ど
へ
と
車
載
電
子
部
品
は
広
が
り
を

見
せ
て
お
り
、
「
自
動
車
向
け
は
60
％
か
ら
70
％
を

占
め
る
」
と
仲
昌
男
社
長
は
説
明
す
る
。
最
近
で
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
使
わ
れ
る
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
絶
縁

ゲ
ー
ト
バ
イ
ポ
ー
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
）
と
い
っ
た
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
も
、
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

吐
出
制
御
技
術
と
コ
ア
部
品
の

内
製
力
で
高
い
商
品
力
を
実
現

強み

　

接
着
剤
や
合
成
樹
脂
な
ど
扱
う
液
体
の
種
類
は

豊
富
で
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
も

種
類
が
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
省
力
化
、
効
率
化

の
要
求
に
応
え
る
べ
く
、
多
連
式
の
注
入
装
置
も

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
そ
ろ
え
て
い
る
。
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
は
樹
脂
や
塗
料
な
ど
を
高
精
度
に
定
量
を
吐
出

す
る
制
御
技
術
が
核
と
な
る
。
長
年
に
わ
た
り
、

最
先
端
の
素
材
や
技
術
を
展
開
す
る
生
産
現
場
の

要
求
に
応
え
て
き
た
こ
と
で
、
開
発
力
は
鍛
え
ら
れ

て
き
た
。
装
置
の
性
能
を
左
右
す
る
心
臓
部
、
ポ
ン

プ
ユ
ニ
ッ
ト
は
内
製
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
蓄
積
し
て
き
た
制
御
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
差
別
化
の

た
め
の
内
製
力
、
そ
の
両
輪
で
こ
れ
か
ら
も
顧
客
の

期
待
に
応
え
て
い
く
。

デ
ザ
イ
ン
力
高
め
て
世
界
的
な

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
目
指
す

ブランド

　

仲
社
長
は
「
美
し
い
も
の
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」
と
デ
ザ
イ
ン
力
の
獲
得
に
意
欲
を
示

す
。
今
後
拡
大
を
狙
う
海
外
市
場
で
の
地
位
向
上
に

は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
も
デ

ザ
イ
ン
は
必
須
と
な
る
。
今
、
ま
さ
に
外
部
の
知
見

を
活
用
し
な
が
ら
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
。
「
中
身
が
し
っ
か
り
し
て
い
な

い
と
い
け
な
い
。
〝
泥
臭
い
〟
デ
ザ
イ
ン
力
が
重
要

だ
」
と
の
持
論
。
外
観
だ
け
で
な
く
シ
ス
テ
ム
と
し

て
の
デ
ザ
イ
ン
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

工
場
自
動
化
で
協
業
生
か
し
、

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
へ

今後の
展望

　

海
外
展
開
を
当
面
の
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
平
成
26
年
に
は
コ
イ
ル
巻
線
機
メ
ー
カ
ー
の
日

特
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）
と
戦
略
的
協
業
を
始

め
た
。
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
用
い
て
、
前

後
工
程
を
組
み
合
わ
せ
た
自
動
化
提
案
な
ど
も
視
野

に
入
れ
て
お
り
、
す
で
に
営
業
面
で
は
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
同
社
の
高
い
技
術
力
に
は
各
方

面
か
ら
も
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
近
畿
経
済
産
業

局
主
催
の
「
関
西
も
の
づ
く
り
新
撰
２
０
１
５
」
に

も
選
定
。
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
ユ
ー
ザ
ー
が
使
い
や
す
く
て
、
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
機
械
を
作
り
た
い
」
。
ナ
カ
リ
キ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
「
Ｎ
Ｌ
Ｃ
」
を
世
界
に
通
用
す
る
ユ
ニ
ー
ク

な
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
ブ

ラ
ン
ド
と
す
る
の
が

目
標
。
外
観
デ
ザ
イ
ン

だ
け
で
な
く
、
次
代
に

事
業
の
柱
と
な
る
よ
う

な
新
技
術
の
取
り
組
み

や
営
業
力
の
強
化
な
ど

に
も
余
念
が
な
い
。

手でやることを機械に置き換えて、うまく定量にできないか。
今から４０年ほど前、精密部品加工の工程改善に開発したのが、
始まりです。当初の１液が２液になり、「２液計量混合吐出
装置」につながりました。３０年ほど前には、テレビのトランス
向けに真空注入技術を業界に先駈けて実用化しました。真空
環境で均一に注入していく技術は当社の基礎。「２液性樹脂真空
注入装置」は代表する製品の一つです。

代表取締役社長 仲 昌男さん http://www.nlc-dis.co.jp

■主な事業内容
ディスペンサーの開発、
製造・販売

■主な取引先（納入先）
自動車電装部品メーカー

住　所／〒570-0003
守口市大日町
2-18-1

ＴＥＬ／06-6905-1391
ＦＡＸ／06-6905-3322
創　業／昭和56年10月
設　立／昭和56年10月
資本金／2,000万円
従業員／68名ディスペンサー装置は高度な技術力を必要とし長年の

技術開発の経験から高品質の機器を提供できます。
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